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1.Be/X-ray Binary
・Be星＋コンパクト星(主にNS)
・HMXRBの大多数を占める
・3つの状態：

1. quiescent LX≲1036 erg/s
2. normal (type I) outburst LX～1036-37 erg/s
3. giant (type II) outburst LX≳1037 erg/s
• normal outburst … orbital modulation
• giant outburst はnormalよりも頻度が低い

・Be星(B型輝線星)：
• Balmer線が輝線として観測されたことのあるB

型星(光度階級III-V)
• 赤道方向…弱いoutflow(≲1 km/s)、重力と遠心

力がほぼ釣合う(高速自転、≲数100 km/s)
⇒幾何学的に薄い星周円盤(Be星ガス円盤)を形成

我々は2009年12月にBe/X線連星A0535+262/V725 Tau で起きたX線giant outburst を、その立上がりか
ら次の近星点後(2010年3月)までOAO/HIDES 及びGAO/GAOES で観測した。Be/X線連星における
giant outburst は生じる頻度が低い為、立上がり時の可視光分光観測は今回が初めてである。

Hα輝線、Hβ輝線、He I輝線ともに増光に伴い大きくprofile 変動を示した。特にgiant outburst の
X線ピーク頃から大きく赤方偏移した明るい成分が確認された。この成分は2010年3月のoutburst 前
に弱くなった。視線速度の変化の様子から、明るい成分は中性子星周りの降着円盤ではなく、Be星
ガス円盤に由来するものと考えられる。

2.A0535+262/ V725 Tau
・O9.7IIIe + NS, mV ~ 8.9 mag (Giangrande+ 1980, A&AS, 40, 289)

・Porb = 110.24 days (Moritani+ 2010, MNRAS, in press)

・e ~ 0.47 (Finger+ 1994, AIPC, 308, 459)

・NS…103-sec. pulsar (Caballero+ 2007, A&A, 465, L21)

・Giant outburst は6回観測されている
in 1975, 1980, 1991, 1996, 2005, 2009

・Nov./ Dec. 2009 のgiant outburst
10月から緩やかな増光(Sugizaki+ 2009, Atel. #2277)

11/30 (JD 2455166)に急激な増光…giant outburst
2010.03の近星点通過時…normal outburst

4.Observed Line Profiles

・Hα線とHe Iλ5875線の代表的なスペクトル
• 顕著なprofile 変動…両者は相関がある
• 赤側に明るい成分(Hα線はdouble peak)

⇒この成分は2010.03のnormal outburst 前に弱
くなる

5.Redshifted Enhanced Component

・Be星ガス円盤由来 or 降着円盤由来?
Double peak の視線速度に軌道運動の傾向がない

⇒Be星ガス円盤由来の可能性が高い
・Peak Separation

遠星点付近から近星点に近付くにつれ増加
⇒領域の半径が小さくなっている!?

3.Observations
・岡山天体物理観測所/HIDES
・ぐんま天文台/GAOES
・R ~ 50,000, S/N ~ 100
・波長域と観測した主なline

OAO/HIDES:3800 – 6700Å
…Hα, Hβ, Hγ,

He Iλ6678, He Iλ5876, He Iλ4471
GAO/GAOES:4800 – 6700 Å
… Hα, Hβ, He Iλ5876 

Fig. 1  : Be/X線連星の模式図
(Okazaki+ 2002, MNRAS, 337, 967)
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Fig. 2  : Swift/BATの光度曲線
短い線は可視光分光観測を行った日

赤い線は近星点と推測される日
(Moritani+ 2010, MNRAS, in press による)
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Fig. 3  : 代表的なスペクトル(左：Hα線、右：He Iλ5875線)
2回のoutburst の間にprofile が大きく変動している。また、赤側に ~ 100km/s ず
れた所に明るい成分が見られる

Fig. 4  : Hα線の明るいdouble peak 成分に関する図(左:視線速度、右:peak separation 
横軸は軌道位相
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